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同 

三
百
九
十
七
番
地 

 

同 
 

大 

山 
正 

廣 

同 
 

同 
 

東
坂
戸
一
丁
目
三
番
二
〇
六
号 

 

同 
 

松 

本 

三 
平 

同 
 

同 
 

同 

今
西
百
七
十
番
地
の
一 

 

同 
 

石 

川 
 

 
昇 
同 

 

同 
 

同 

北
浅
羽
百
五
十
八
番
地 

 

同 
 

大 

山 

邦 

行 
同 

 

同 
 

同 

同 
 

百
九
十
九
番
地 

 

同 
 

森 

相 
 

 

優 

同 
 

同 
 

同 

同 
 

二
百
三
十
八
番
地 

 

同 
 

比
留
間 

 
 

洋 

同 
 

同 
 

同 

長
岡
八
十
一
番
地 

 

同 
 

柳 

澤 

金 

次 

同 
 

比
企
郡
鳩
山
町
大
字
石
坂
八
百
九
十
三
番
地 

 

同 
 

神 

田 

總 

一 

同 
 

東
松
山
市
大
字
田
木
百
二
十
番
地
一 

 

監
事 

髙 

橋 

秀 

雄 

同 
 

坂
戸
市
大
字
北
浅
羽
百
五
十
二
番
地 

 

同 
 

神 

田 

長 

吉 

同 
 

同 
 

同 

沢
木
八
番
地 

 

同 
 

髙 

田 

佐
太
郎 

同 
 

同 
 

同 

戸
口
四
百
二
十
五
番
地 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
五
号 

 
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
、
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
九
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
公
告
す
る
。 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

処
分
を
し
た
年
月
日 

 
 

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
六
日 

二 

処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
許 

 

可
番
号 

三 

処
分
の
内
容 

 
 

法
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
許
可
（
一
般
建
設
業
の
許
可
）
の
取
消
し 

四 

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

平
成
三
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
百
三
十
六
号
に
よ
り
営
業
所
の
所
在
地
が
確
知
で
き
な
い
旨

の
公
告
を
行
っ
た
が
、
公
告
後
三
十
日
を
経
過
し
て
も
申
し
出
が
な
く
、
こ
の
こ
と
は
法
第
二

十
九
条
の
二
第
一
項
に
該
当
す
る
。 

株
式
会
社
グ
ラ
ン

ド
ホ
ー
ム 

合
同
会
社
光
和
建

設 

商
号
又
は
名
称 

埼
玉
県
川
口
市
東
川
口
三

丁
目
三
番
三
六
号 

埼
玉
県
川
口
市
源
左
衛

門
新
田
一
九
四
番
地
三 

マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
東
川
口

三
〇
九 

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地 

山
上 

栄 

後
閑 
安
喜 

代
表
者
の
氏
名 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(
般
―
二
八)

 

第
六
一
一
七
八
号 

埼
玉
県
知
事
許
可 

(

般
―
二
六)
 

第
六
三
四
〇
六
号 

許
可
番
号 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
六
号 

 
平
成
三
十
年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
十
七
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
二

十
八
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
利
根
川
上
流
河
川
事

務
所
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
七
号 

 
平
成
三
十
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
二
十
五
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
三
十
一
年
三

月
二
十
二
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
朝
霞
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
八
号 

 
平
成
三
十
年
埼
玉
県
告
示
第
九
百
七
十
四
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月

十
五
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
久
喜
市
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
九
号 

  

車
両
制
限
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基

づ
き
、
通
行
す
る
車
両
の
高
さ
の
最
高
限
度
が
四
・
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
道
路
を
次
の
と
お
り
指

定
し
、
及
び
同
令
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
道
路
を
通
行
す
る
高
さ
が
三
・
八
メ

ー
ト
ル
を
超
え
四
・
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
車
両
の
通
行
方
法
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
す
る
道
路
の
種
類
、
路
線
名
及
び
区
間 

二 

指
定
す
る
期
日 

 
 

平
成
三
十
一
年
四
月
十
五
日 

三 

通
行
方
法 

 

一
の
道
路
を
通
行
す
る
高
さ
が
三
・
八
メ
ー
ト
ル
を
超
え
四
・
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
車
両
は
、

次
の
通
行
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

イ 

走
行
位
置
の
指
定 

 

上
空
障
害
箇
所
で
は
、
車
両
又
は
車
両
に
積
載
す
る
貨
物
が
建
築
限
界
を
侵
す
お
そ
れ
が

あ
る
の
で
、
車
線
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う
走
行
す
る
と
と
も
に
、
道
路
に
隣
接
す
る
施
設

県
道 

県
道 

一
般

国
道 

一
般

国
道 

一
般

国
道 

種 

類 

上
野
さ
い
た
ま

線 深
谷
東
松
山
線 

四
百
六
十
三
号 

三
百
五
十
四
号 

二
百
五
十
四
号 

路 
 

線 
 

名 

上
尾
市
大
字
上
野
字
三
塚
四
一
番
一
五
地
先
か
ら 

同
市
大
字
平
方
領
々
家
字
前
四
九
七
番
一
地
先
ま
で 

東
松
山
市
大
字
石
橋
字
小
林
一
五
八
五
番
一
〇
地
先
か
ら 

同
市
大
字
上
野
本
字
円
光
寺
一
三
五
番
一
地
先
ま
で 

越
谷
市
神
明
町
二
丁
目
四
一
六
番
三
地
先
か
ら 

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
大
字
釣
上
字
神
明
島
七
一
番
一
地
先

ま
で 

加
須
市
柳
生
字
小
屋
口
一
六
五
六
番
一
地
先
か
ら 

同
市
柏
戸
字
八
幡
一
二
一
五
番
一
地
先
ま
で 

和
光
市
新
倉
五
丁
目
二
〇
一
〇
番
一
地
先
か
ら 

朝
霞
市
大
字
上
内
間
木
字
内
川
端
四
一
八
番
三
地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

間 



等
に
出
入
り
す
る
た
め
や
む
を
得
ず
車
線
か
ら
は
み
出
す
場
合
は
、
標
識
や
樹
木
等
の
上
空

障
害
物
に
接
触
し
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
す
る
こ
と
。 

ロ 

後
方
警
戒
措
置 

 
後
方
車
両
に
対
し
十
分
な
車
間
距
離
を
取
ら
せ
、
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
横
寸

法
〇
・
二
三
メ
ー
ト
ル
以
上
、
縦
寸
法
〇
・
一
二
メ
ー
ト
ル
以
上
（
又
は
横
寸
法
〇
・
一
二

メ
ー
ト
ル
以
上
、
縦
寸
法
〇
・
二
三
メ
ー
ト
ル
以
上
）
の
地
が
黒
色
の
板
等
に
黄
色
の
反
射

塗
装
そ
の
他
反
射
性
を
有
す
る
材
料
で
「
背
高
」
と
表
示
し
た
標
識
を
、
車
両
の
後
方
の
見

や
す
い
箇
所
に
掲
げ
る
こ
と
。 

ハ 

道
路
情
報
の
収
集 

 

道
路
の
状
況
は
、
工
事
の
実
施
等
に
よ
り
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
道

路
情
報
を
収
集
し
、
上
空
障
害
箇
所
の
な
い
こ
と
を
確
認
の
上
走
行
す
る
こ
と
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
号 

 
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
四
―
二
六
―
一
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

埼
玉
県
幸
手
市
大
字
上
扇
字
屋
敷
裏
千
二
百
八
十
六 

外
四
筆 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

八
百
三
十
四
・
六
立
方
メ
ー
ト
ル 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
一
号 

 
嵐
山
町
か
ら
東
松
山
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
二
号 

 
嵐
山
町
か
ら
東
松
山
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
三
号 

 
嵐
山
町
か
ら
東
松
山
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送

付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部

都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
四
号 

 
嵐
山
町
か
ら
東
松
山
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

木 

﨑 

秀 

夫 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

松
伏
春
日
部
関
宿
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



 

新 旧 旧 

新 

別 

埼
玉
県
春
日
部
市
上
柳
一
番
地
先

か
ら
同
市
上
柳
十
四
番
五
号
地
先

ま
で 

区 
 

間 

一
〇
・
四
〇
～ 

 
 

 
 

 
 

一
三
・
六
〇 

一
〇
・
四
〇
～ 

 
 

 
 

 
 

一
三
・
六
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
一
二
・
九
五 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 
 

備 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

木 

﨑 

秀 

夫 
 

 
 

     



     

松
伏
春
日
部
関
宿
線 

路 
 

線 
 

名 

春
日
部
市
上
柳
一
番
地
先
か
ら 

同
市
上
柳
十
四
番
五
号
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
日

付
け
埼
玉
県
越
谷
県
土
整

備
事
務
所
長
告
示
第
五
号

で
告
示
し
た
道
路
予
定
区

域
の
一
部
の
供
用
開
始
で

あ
る
。 

   

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
七
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

木 

﨑 

秀 

夫 
 

 
 

     



     

西
金
野
井
春
日
部
線 

路 
 

線 
 

名 

春
日
部
市
牛
島
九
九
八
番
三
地
先
か
ら 

同
市
牛
島
九
九
六
番
一
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
六
年
十
一
月
二
十
九

日
付
け
埼
玉
県
越
谷
県
土

整
備
事
務
所
長
告
示
第
十

号
で
告
示
し
た
道
路
予
定

区
域
の
一
部
の
供
用
開
始

で
あ
る
。 

   

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

木 

﨑 

秀 

夫 
 

 
 

     



     

西
金
野
井
春
日
部
線 

路 
 

線 
 

名 

春
日
部
市
新
川
一
〇
三
番
一
地
先
か
ら 

同
市
牛
島
一
〇
〇
〇
番
五
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
六
年
十
一
月
二
十
九

日
付
け
埼
玉
県
越
谷
県
土

整
備
事
務
所
長
告
示
第
十

号
で
告
示
し
た
道
路
予
定

区
域
の
一
部
の
供
用
開
始

で
あ
る
。 

   

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
九
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

木 

﨑 

秀 

夫 
 

 
 

     



     

西
金
野
井
春
日
部
線 

路 
 

線 
 

名 

春
日
部
市
下
柳
二
二
番
六
地
先
か
ら 

同
市
下
柳
二
二
番
六
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
六
年
十
一
月
二
十
九

日
付
け
埼
玉
県
越
谷
県
土

整
備
事
務
所
長
告
示
第
十

号
で
告
示
し
た
道
路
予
定

区
域
の
一
部
の
供
用
開
始

で
あ
る
。 

   

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
三
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

平
成
三
十
一
年
四
月
二
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

松 

井 

直 

行 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
二
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
三
〇
〇
〇
一
五
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
七
日 

 
 

川
建
セ
第
三
〇
〇
〇
一
三
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
大
字
熊
井
字
天
ヤ
ヲ
ネ
七
十
八
番
七
、
七
十
九
番
六 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
大
字
熊
井
七
十
八
番
地
三 

 
 

井
本 

大
輔 
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